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35
年
ぶ
り
の
豪
雪 

  
 

 

俵
木
晴
之
（
潟
町
） 

し
た
。
大
潟
区
で
も
第
１
弾
は

１

月
２

日
夕
刻
か
ら
降
り
始

め
、
５
日
に
は
55

㎝
に
、
７
日

か
ら
は
本
格
的
に
な
り
、
止
む

間
も
な
く
24

時
間
で
１
０
５
㎝

の
降
雪
に
な
り
12

日
に
は
最
深

積
雪
１
７
７
㎝
を
記
録
、
35

年

振
り
の
豪
雪
に
。
近
年
で
は
昭

和
59

年
か
ら
の
3

年
豪
雪
と
平

成
30

年
２
月
の
降
雪
が
記
憶
に

新
し
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

今
年
の
降
り
方
は
異
常
で
ご
存

じ
の
通
り
海
岸
部
の
防
風
林
の

大
き
な
松
の
倒
木
、
家
屋
や
敷

地
の
樹
木
の
被
害
も
散
見
さ

れ
、
ま
た
、
交
通
網
も
大
き
く

乱
れ
ま
し
た
。
行
政
や
業
者
の

方
々
の
懸
命
な
努
力
に
も
関
わ

ら
ず
除
雪
も
追
い
つ
か
ず
、
旧

国
道(
県
道
犀
潟
柿
崎
線)

や
県
道

潟
町
停
車
場
線
等
も
車
両
の
通

行
が
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
状
況

で
、
そ
の
後
に
は
ロ
ー
タ
リ
ー

車
の
稼
働
を
久
々
に
目
の
あ
た

り
に
し
ま
し
た
。
学
校
や
職
場

へ
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
た
方
も
多

く
あ
り
ま
し
た
。
災
害
救
助
法

の
適
用
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
倒
木
な
ど
の
後
始
末
や

家
屋
の
修
繕
な
ど
が
始
ま
り
ま

す
。
完
了
す
る
ま
で
は
多
く
の

時
間
と
労
力
を
費
や
し
ま
す
。

1

日
も
早
く
復
旧
で
き
ま
す
よ

う
願
う
と
こ
ろ
で
す
。 

 

２
月
22

日
で
総
合
事
務
所
前

で
の
観
測
で
積
雪
０
㎝
に
な
っ

た
と
こ
ろ
で
し
た
。
昨
春
か
ら

町
内
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お

り
ま
す
が
、
「
交
代
し
た
ば
か

り
な
の
に
な
ん
で
こ
ん
な
事

に
。
日
頃
の
素
行
が
悪
い
の
か

な
。
」
と
思
っ
て
し
ま
う
ほ
ど

で
し
た
。
ど
の
町
内
会
に
お
い

て
も
大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ
た

も
の
と
思
い
ま
す
が
、
そ
ん
な

中
、
普
段
か
ら
の
近
所
付
き
合

い
か
ら
お
互
い
の
協
力
も
あ
り

「
共
助
」
の
大
切
さ
を
思
い
知

ら
さ
れ
、
良
い
点
を
見
つ
け
る

こ
と
も
で
き
、
あ
る
意
味
で
あ

り
が
た
い
「
雪
」
で
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
水
も
生

活
し
て
い
く
上
で
必
要
な
資
源

で
も
あ
る
こ
と
を
含
め
、
プ
ラ

ス
思
考
で
考
え
て
も
良
い
の
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
、
爆
発
的
な
広
が
り

で
1

年
も
続
く
と
は
誰
が
予
想

し
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
１
年
中
、
「
外
出
時
は
マ
ス

ク
を
着
用
し
、
三
密
を
避
け
、

手
洗
い
、
う
が
い
、
消
毒
の
徹

底
を
」
と
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
・

掲
示
物
な
ど
を
見
聞
き
し
た
こ

と
は
か
つ
て
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
影
響

は
、
地
域
協
議
会
に
お
い
て
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
年
度
最
後
、
3
月
の
地
域

協
議
会
が
開
催
出
来
ず
、
ま

た
、
改
選
期
で
任
期
満
了
を
迎

え
た
第
4

期
の
地
域
協
議
会
委

員
の
送
別
会
、
そ
し
て
選
ば
れ

た
５
期
目
の
委
員
に
よ
る
顔
合

わ
せ
、
歓
談
の
場
も
設
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
一

方
で
、
自
主
的
審
議
事
項
と
し

て
取
り
組
ん
だ
「
大
潟
の
魅
力

発
見
、
発
信
」
事
業
で
は
、
住

民
自
治
組
織
「
ま
ち
づ
く
り
大

潟
」
の
全
面
的
な
協
力
を
得

て
、
D

V

D

化
す
る
こ
と
が

で
き
、
続
け
て
取
り
組
ん
だ

「
鵜
の
浜
温
泉
の
活
性
化
に
つ
い   

て
は
、
大
潟
観
光
協
会
、
商
工

会
、
温
泉
関
係
者
や
団
体
等
か

ら
意
見
聴
取
し
、
協
議
を
得

て
、
地
域
協
議
会
の
意
見
と
し

て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
、
昨

年
１１

月
、
観
光
協
会
へ
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

新
た
な
地
域
協
議
会
が
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
2

年
目
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
、

大
潟
区
の
課
題
や
問
題
を
取
上

げ
、
解
決
す
る
た
め
に
「
自
主

的
審
議
事
項
」
に
つ
い
て
、
協

議
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
社
会
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
分
権
・
自
治
を
強
化
し
、

命
と
健
康
を
守
り
な
が
ら
新
た

な
道
を
切
り
開
き
た
い
と
思
う

今
日
こ
の
頃
で
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
続

い
て
、
今
冬
は
大
雪
に
見
舞
わ

れ
、
新
た
な
災
害
の
年
明
け
と

な
り
ま
し
た
。
上
越
地
域
は
山

間
部
だ
け
で
な
く
、
海
岸
平
野

部
で
も
降
雪
、
積
雪
と
な
り
ま 
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人
魚
館 

「
温
浴
営
業
時
間
の
短
縮
」 

 
 

…
濾
過
タ
ン
ク
の
修
繕
に
つ
い
て 

 
 

令
和
3
年
1
月
及
び
2

月
に
開
催
さ

れ
た
大
潟
区
地
域
協
議
会
に
お
い
て
「
大

潟
健
康
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
鵜
の
浜
人
魚

館
」
の
営
業
時
間
の
短
縮
、
大
浴
場
用
源

泉
濾
過
タ
ン
ク
の
漏
れ
、
そ
れ
に
よ
る
機

器
室
内
の
ボ
イ
ラ
ー
、
配
電
施
設
の
水
濡

れ
、
あ
わ
せ
て
プ
ー
ル
に
併
設
し
て
い
る

「
ウ
オ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
」
の
屋
外
部

分
が
破
損
し
て
お
り
、
大
雪
と
経
年
劣
化

に
起
因
し
た
も
の
で
は
な
い
か
に
つ
い

て
、
所
管
す
る
柿
崎
区
総
合
事
務
所
産
業

グ
ル
ー
プ
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
大

浴
場
に
つ
い
て
は
、
冬
期
間
休
止
し
て
い

る
露
天
風
呂
用
の
濾
過
タ
ン
ク
に
切
り
換

え
て
給
湯
し
、
ボ
イ
ラ
ー
、
配
電
機
器
類

に
つ
い
て
は
、
応
急
処
置
を
施
し
て
営
業

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
禍
と
冬

期
の
利
用
者
減
を
鑑
み
て
、
1

月
16

日

（
土
）
～
2
月
28
日
（
日
）
ま
で
、
営
業

時
間
を
1
時
間
短
縮
し
て
午
後
8
時
ま

で
と
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
加
え

て
、
2
月
の
地
域
協
議
会
に
お
い
て
、
濾

過
タ
ン
ク
の
入
替
等
、
関
係
施
設
の
修
理

に
伴
い
、

3

月

23

日
～

3

月

31

日

（
水
）
ま
で
休
館
に
し
た
い
。
ま
た
営
業

時
間
の
短
縮
に
つ
い
て
も
、
更
に
延
長
し

て
、
3
月
21
日
（
水
）
ま
で
と
し
、
新
年

度
4
月
1
日
か
ら
は
温
浴
施
設
、
プ
ー
ル

も
含
め
て
通
常
営
業
に
戻
す
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
「
ウ
オ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ

ダ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
損
壊
状
況
か
ら
予

算
措
置
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
、
対
応
を

検
討
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。
委
員
か
ら

は
、
濾
過
タ
ン
ク
ボ
イ
ラ
ー
、
配
管
等
施

設
の
点
検
整
備
を
実
施
し
、
再
発
し
な
い

よ
う
に
、
ウ
オ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
に
つ

い
て
は
、
早
期
に
修
復
し
て
欲
し
い
と
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。
人
魚
館
に
つ
い
て

は
、
第

4

期
「
公
の
施
設
の
適
正
配

置
」
計
画
の
中
で
、「
継
続
協
議
」
と

な
っ
て
お
り
、
区
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ん

か
ら
利
用
し
て
も
ら
い
、
憩
い
の
場
、
賑

わ
い
の
場
と
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。 

 

地
域
協
議
会
だ
よ
り
第
46

号
で
既
報
済

み
で
す
が
、
10

月
開
催
の
協
議
会
に
上
越

市
長
よ
り
諮
問
が
あ
り
、
11

月
26

日
開
催

の
地
域
協
議
会
で
答
申
文
案
等
に
つ
い
て

協
議
し
た
結
果
、「
地
域
住
民
の
生
活
に
支

障
は
な
い
と
認
め
ま
す
。」
と
し
て
、
市
長

宛
に
答
申
し
ま
し
た
。
上
越
市
議
会
12

月

定
例
会
に
条
例
案
が
提
出
さ
れ
、
採
択
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
令
和
3

年
4

月
1

日
よ
り
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
の
、
夜

間
照
明
の
使
用
は
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
使
用
は
可
能
） 

諮
問
第
62
号 

 

照
明
設
備
（
大
潟
町
中
学
校
屋
外 

 
 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）
の
廃
止
に
つ
い
て 

朝
日
池
・
鵜
ノ
池 

 

自
然
環
境
保
全
地
域
に
指
定
に 

重
要
湿
地
5

0

0

」
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
、
指
定
対
象
に
な
っ
た
理
由

の
よ
う
で
す
。
な
お
、
天
ヶ
池
、
蜘
ヶ

池
、
中
谷
内
池
は
、
今
後
追
加
を
検
討
す

る
と
の
こ
と
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

の
紹
介
、
看
板
設
置
、
環
境
講
座
の
開

催
、
保
全
取
組
団
体
へ
の
支
援
等
が
期
待

で
き
、
大
潟
5

潟
湖
の
指
定
を
実
現
し
た

い
も
の
で
す
。 

 期間 営業時間 

営業時間の短縮 1月16日～3月21日 午前10時～午後8時 

休   館 3月22日～3月31日 全日 

 

※期限3月31日までの入浴券、共通割引券所有の方、5月末まで利 

 用可能です。（地域協議会からお願いして、承諾されました。） 

 是非、人魚館を利用してください。 

 

１
月
28

日
開
催
の
地
域
協
議
会
に
お
い

て
、
上
越
市
環
境
保
全
課
よ
り
、
市
内
に
残

る
希
少
な
野
生
植
物
が
生
息
・
育
成
す
る
地

域
を
健
全
な
状
態
で
保
全
し
、
将
来
世
代
に

継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
朝
日

池
、
鵜
ノ
池
、
長
峰
池
、
坂
田
池
を
対
象
と

し
た
『（
仮
称
）
頸
北
の
池
沼
群
自
然
環
境

保
全
地
域
指
定
』
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
既
に
4

池
沼
に
関
係
す
る
地
権

者
や
団
体
、
隣
接
す
る
町
内
会
等
へ
の
説
明

を
進
め
て
い
る
と
い
う
と
の
こ
と
で
あ
り
、

希
少
な
水
生
植
物
や
水
生
昆
虫
が
生
育
・
生

息
し
て
い
る
こ
と
、
日
本
海
側
屈
指
の
渡
り

鳥
飛
来
地
で
も
あ
り
、
環
境
省
の
「
日
本
の 
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 採択事業名 提案者 成 果 補助金額 

1 
 情報発信により地域活動を 

         支援する事業 
まちづくり大潟 

・令和2年7月印刷機更新 

・今後の地域の活性化等につ 

 ながる 

85.7万円 

2  小山作之助の功績を称える事業 まちづくり大潟 

・大潟コミュニティプラザに 

 資料室を移設 

・広く市内外の皆様からみて 

 もらうことが出来る 

22万円 

3 みんなでまちをきれいにする事業 まちづくり大潟 

・各町内会に看板200本設置 

・不法投棄防止に効果が見込 

 まれる 

78.1万円 

4  大潟地区自主防災支援事業 
上越市防災士会 

大潟支部 

・7月に応急手当訓練の実施 

・防災士だよりを2回発行 
34万円 

5 
 動物飼育を通した児童と地域を 

 憩いの場としてつなぐ交流事業 

大潟町小学校 

後援会 

・柵修繕を7月完了 

・5回の交流活動実施 
163.7万円 

6 
 大潟の子ども達に伝えたい 

 郷土の食材と料理資料集作成事業 

大潟の子どもを 

育てる会 

・資料集が2月完成 

・資料集を活用した家庭での 

 食育に繋げていく 

77.5万円 

7 
犀潟地内潟守新田「新堀川悪水吐機能

安泰・五穀豊穣祈願碑」の修復事業 

 

だいばま会 
・11月修復工事完了 

 
135.6万円 

8  3世代交流事業 雁子浜町内会 

・8月看板設置完了 

・新型コロナ対策のため 

 イベントを来年度計画 

50.6万円 

9 生徒と地域をつなぐ活動の周知事業 
大潟町中学校 

ＰＴＡ 

・新規に印刷機を利用する団 

 体が増えた 

 

62.8万円 

 

令和2年度地域活動支援事業の成果報告 
 

2月26日（金）に予定していました成果報告会は、市内で新型コロナウイルス 

感染者が急増したため、急遽中止としました。関係資料は後日回覧いたします。 

令和3年度地域活動支援事業（大潟区）の提案事業募集について 
 

受付期間 4月1日（木） ～ 5月6日（木） 
 

 令和3年度地域活動支援事業（大潟区）の提案を募集します。身近な地域での課題の解決や、

活力の向上のために行う事業であれば、種類や分類は問わず支援の対象になります。事前の相 

談も随時受け付けています。 

 

     【申し込み・問合せ先】  大潟区総合事務所総務・地域振興グループ 

                 （電話 025－534－2111） 
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ら
、
入
園
、
入
学
、
就
職
と
新
し
い
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。
各
種
ウ
ィ

ル
ス
感
染
に
注
意
し
、
春
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
俵
木
晴
之
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
編
集
委
員
）
山
岸
敏
幸
・
細
井
雅
明 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

俵
木
晴
之
・
君
波
豊 

編集後記 

 

 開 催 日 内  容 

第9回 
12月17日

（木） 

①鵜の浜人魚館に関わる地域団体からの意見について  

（公の施設の適正配置計画で「引き続き協議」扱いにつき） 

 町内会長協議会、まちづくり大潟、観光協会、鵜の浜温泉 

 組合、鵜の浜旅館組合、スイミングクラブ他からの聴取 

②令和3年度地域活動支援事業について 

③令和2年度地域活動支援事業の成果報告会について 

第10回 
1月 28日 

（木） 

①（仮称）頸北の池沼群自然環境保全地域の指定検討につい 

 て（朝日池、鵜の池、坂田池、長峰の池） 

②鵜の浜人魚館の営業時間の短縮（日帰り入浴）について 

 （1/16～2/28 午前10:時～午後8時 1時間短縮） 

 併せて、濾過タンクの漏れ、設備機器類の水濡れ等、 

 ウォータースライダー屋外部分で雪害損傷についての報告 

③令和2年度地域活動支援事業の成果報告会について            

第11回 
2月18日 

（木） 

①鵜の浜人魚館の臨時休館について（3/22～3/31） 

 濾過タンクの修繕、水濡れ機器類の補修のため2月 28日 

 までとしていた営業時間を3月21日まで延期 

 4月1日以降、プール含め通常営業 

   ウォータースライダーの修繕は要予算化につき検討 

②自主的審議事項について 

 （各委員より課題提案・12件） 

   委員より提案主旨の説明 

 

既
往
症
や
、
免
疫
力
が
な
く 

感
染
し
や
す
い
高
齢
者
さ
ん

に
と
っ
て
「
三
密
」
は
怖
い

も
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

健
康
の
あ
り
が
た
さ
や
日
ご

ろ
の
生
活
習
慣
と
暮
ら
し
方

が
大
事
で
あ
り
地
域
み
ん
な

で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

す
。
「
高
齢
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
最
期
ま
で
地
域
で
暮

ら

す
」
こ

と

が

で

き

る

幸

せ
。
い
か
に
、
地
域
の
中
に

居
場
所
が
あ
り
、
人
と
の
か

か
わ
り
が
大
事
で
あ
る
か
。

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
「
地

域
で
の
支
え
あ
い
」
の
必
要

性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。  

土
屋
郁
夫 

  

五
十
嵐
郁
代 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で 

  
 

五
十
嵐
郁
代
（
犀
潟
） 

 

ま
だ
収
束
の
見
え
な
い
状

況
が
続
く
中
で
、
我
が
家
で

は
87

歳
の
義
母
の
生
活
が
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
地
域

の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
が
閉
鎖

と
な
り
春
先
か
ら
ま
っ
た
く

外
出
す
る
機
会
を
失
っ
た
義

母
は
、
ま
だ
ま
だ
畑
を
す
る

に
は
時
期
も
早
く
、
家
の
中

で
じ
っ
と
過
ご
す
日
々
が
続

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
ち
ょ
っ
と
し
た
物

忘
れ
の
頻
度
が
増
し
、
で
き

て

い

た

こ

と

が

で

き

な

く

な
っ
て
き
て
、
急
に
物
事
に

対
す
る
考
え
方
が
弱
気
に
な

り
、
体
力
的
に
も
動
き
が
鈍

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
も
と

も
と
、
自
営
業
で
人
と
接
す

る
仕
事
を
長
く
し
て
き
た
義

母
に
と
っ
て
は
家
族
以
外
で

人
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
生
活
は
今
ま
で
に
な
い
こ

と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
高

齢

に

な

れ

ば

身

体

の

衰

え

や
、
物
忘
れ
な
ど
、
老
化
現

象
が
だ
れ
に
も
必
ず
起
こ
る

こ
と
で
す
が
、
こ
の
「
で
き

な
く
な
っ
て
い
く
」
こ
と
が

義
母
の
生
活
の
中
で
大
き
な

変
化
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

▼
災
害
も
多
種
多
様
で
す
が
、
近
年
大
潟
区
は
大
き
な
災
害
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
危
機
感
も
多
少
薄
い
の
で
は
と
思
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
予
測
で
き
な
い
災
害
を
予
測
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
▼
先
月
中
旬
、
好
天
に
誘
わ
れ
て
大
潟
水
と
森
公
園
へ

行
っ
て
み
ま
し
た
。
ま
だ
雪
が
残
っ
て
い
る
中
、
消
え
た
と
こ
ろ
に

フ
キ
ノ
ト
ウ
が
顔
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
帰
る
途
中
で
も
見
つ
け
、

早
速
取
っ
て
き
て
、
あ
の
苦
い
味
に
春
を
感
じ
ま
し
た
。
▼
こ
れ
か 


